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高校生・大学生のいじめ場面での傍観行動を規定する要因（ ）
― コミュニケーション場面の検討―

○若本純子（山梨大学） 原田恵理子（東京情報大学）
西野泰代（広島修道大学）
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問題と目的

いじめ対策の重要性が叫ばれ続ける中，いわゆ

るネットいじめは，最も報告数が多い高等学校で

いじめ全体の 2 割弱を占め，全校種総数では 1.2
万件を超えている(文部科学省, 2018)。しかし，学

校現場の声からは，上記の数値は氷山の一角に過

ぎないであろうと推測され，基礎的・実践的な知

見の蓄積が急務である。

児童生徒のネット利用の中心は，スマートフォ

ンを用い，好きな相手といつでもどこでもつなが

れる SNS である。昨今の児童生徒の SNS 利用は，

目的や相手に応じて複数の SNS を使い分けるこ

とが主流である 若本, 2018 。本研究では，子ど

もたちの利用率が最も高く，現実の友人を主たる

交流相手とするがゆえに，学校現場における問題

と直結しやすい LINE を取り上げる。そこでのい

じめの傍観行動について，研究(1)と同じ枠組みで

検討し異同を明らかにすることで，LINE コミュ

ニケーション場面におけるいじめ傍観行動の特徴

について考察することを目的とする。

方 法

高校 1 年生 2016 年 6 月実施 と大学生 2017 年

1 月実施 を対象に質問紙調査を実施した。調査内

容は研究(1)と同じく，①いじめ場面での傍観行動

6 項目 3 件法 ②いじめ傍観への罪悪感 6 項目 4
件法 ③被異質視不安 11 項目 5 件法 他フェイス

項目等であった。本研究においては，協力者のう

ち LINE の利用者のみを抽出したため，分析対象

者は 632 名 高校生 513 名，女子 52.4％；大学生

122 名，女子 48.4%，年齢 M(SD):16.2(1.9) であっ

た。

結 果

研究(1)と同じ変数 ただし傍観への罪悪感は，

LINE コミュニケーション場面におけるもの を用

いて，LINE でのいじめ場面における傍観行動を

基準変数とする 4 階層の階層的重回帰分析を行っ

たところ，すべての階層において R2 が有意であっ

た。R2 の差分は，心理変数 2 変数を投入した Step2
で被害者との親密性にかかわらず有意であり，心

理変数間の交互作用を想定した Step4 では被害者

との親密度が仲良しの場合のみ有意であった。一

方，心理変数とデモグラフィック変数との交互作

用を想定した Step3 は有意ではなかった。

β に関しては，被害者との親密度によらず有意

だったのは傍観への罪悪感であった。加えて，被

害者が仲良しの友人である場合には傍観への罪悪

感と被異質視不安の交互作用項，被害者との親密

度が普通の場合には性別が有意であった。

考 察

LINE コミュニケーション場面におけるいじめ

傍観行動の規定因を検討したところ，従来型いじ

めと同様に，傍観への罪悪感が傍観行動を抑制す

ることが示された。それに加え，相手との親密度

によって，LINE での傍観行動に対して異なる要

因が影響を与えることも示された。相手との親密

度が普通，つまり特段仲が良い相手ではない場合，

男子の方が傍観行動をとりやすかった。LINE 場

面において男子の方が攻撃的な対応をとりやすい

ことは先行研究でも見出されており 若本, 2016 ，

それと符合する結果であった。

興味深かったのは，相手が仲の良い友人である

場合，罪悪感が傍観行動を抑制する効果が被異質

視不安の影響を受けること，さらにこの現象が従

来型いじめ場面においても見出されたことである。

罪悪感が，傍観している友人と自分自身に向けら

れる感情であるのに対し，被異質視不安は周囲の

人々の自分に対する思惑を不安に思う感情であり，

見る側・見られる側双方の自己が交錯する中での

複雑な葛藤が窺われた。傍観行動というある意味

第三者的な行動であろうと，表面化する対人トラ

ブルの面のみならず，自己感情における葛藤をも

もたらすことに留意を喚起する結果である。

付 記

本研究は 2015 年度安心ネットづくり促進協議

会研究支援事業の助成を受けて実施された。
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Table1　LINEいじめ場面での傍観行動を基準変数とする階層的重回帰分析結果 (
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通信制高校における不登校経験者の高校生活満足度と卒業後の適応
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問題と目的

年度の小中学校における不登校児童生徒

数は 人（出現率 ％）とこれまでで最

も多い数となった。小中学校における不登校支援

に今後も力を入れていくとともに，将来の「社会

的自立」（森田， ）を目指すとき，不登校経験

者がその後進学する高校における支援も重要とな

る。本研究では，通信制高校卒業生を対象とした

質問紙調査を行い，不登校経験者の高校生活満足

度と高卒後の適応（進学・就職先をやめたいと思

った経験）との関連について明らかにし，不登校

経験者に対する高校での支援について検討を行う。

方 法

（ ）調査方法 郵送による質問紙調査，（ ）調査

時期 平成 年 月，（ ）調査対象 通信制高

等学校の平成 ～ 年度卒業生 名に質問

紙を郵送し 名から回答を得た（回収率 ％）。

そのうち，不登校経験者は 名（ ％），（ ）

調査内容 ①フェイスシート，②不登校経験の有

無・時期，③高校での登校状況，④高校生活満足

度，⑤高校生活満足・不満足の理由（満足 項目，

不満足 項目から つを選択），⑥高卒後の進学・

就職先をやめたいと思った経験

結果・考察

（ ）不登校経験と高校生活満足度，高卒後の適応

（進学・就職先をやめたいと思った経験）の関連

不登校経験の有無による高校生活満足度（「満

足」「不満足」）の差についてχ 検定を行ったと

ころ，有意差が見られた（χ ， ）。

残差分析の結果，「満足」が不登校経験者では約

割に対し，不登校経験のない者では約 割と多

かった。

次に，不登校経験の有無による高卒後の適応（進

学・就職先をやめたいと思ったことが「よくある・

あった＋実際にやめた」「ときどきある・あった」

「まったくない・なかった」）についてχ 検定を

行ったところ，有意差が見られた（χ ，

）。残差分析の結果，「まったくない・なか

った」「よくある・あった＋実際にやめた」で差

が見られ，「まったくない・なかった」が不登校

経験者では約 割に対し，不登校経験のない者で

は約 割と多く，「よくある・あった＋実際にや

めた」が不登校経験者では約 割に対し，不登校

経験のない者では約 割と少なかった。不登校経

験者のほうが高校生活に不満足感を持つ割合や高

卒後の適応に困難を感じる割合が高く，支援が必

要であると考えられる。

（ ）不登校経験者における高校生活満足度と高卒

後の適応との関連

不登校経験者に着目し，高校生活満足度による

高卒後の適応（進学・就職先をやめたいと思った

経験）の相違について検討したところ（ ），

有意差が見られた。残差分析の結果，「よくある・

あった＋実際にやめた」のみ差が見られ，「満足」

の者で約 割であったのに対し，「不満足」の者

で約 割と多かった。高校生活満足度と高卒後の

適応に関連があることが推測され，高校生活満足

度を高めることが重要であると考えられる。

高校生活満足度と高卒後の適応 人 ％

よくある

＋やめた

ときどき

ある

ほとんど

ない
χ 値

高校満足

高校不満足

（ ）不登校経験者における高校生活満足の理由

高校生活満足の理由について，不登校経験の有

無ごとに高校生活満足群の選択率をまとめ，不登

校経験の有無による差についてχ 検定を行った

ところ（ ），有意差が見られた。残差分析

の結果，「信頼できる先生」「充実した高校生活」

で差が見られ，「信頼できる先生」が不登校経験

のない者では約 割に対し，不登校経験者では約

割と多く，不登校経験者にとって信頼できる先

生の存在が重要であることが示唆された。

高校生活満足群における満足の理由 人 ％

不登校あり 不登校なし χ 値

良い友達

信頼できる先生

学力・好きな学習

希望進路に進めた

自信がついた

充実した高校生活
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